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Abstract
This study outlines a common intensive course named ‘Geopark and Community’ intended for undergraduate students 

of the University of Hyogo, and statistically examines the educational achievement of the course. The four-day course 

comprises a series of lectures along with teamwork and field activities at the San’in Kaigan UNESCO Global Geopark 

in southwest Japan. One of the objectives of the course is to introduce uninitiated students to the field of geoscience. 

Students visit geosites such as volcanoes, waterfalls, landslide areas, coastal locations and artificial caves of basalt. 

Students engage in activities such as interviewing people involved in local industries associated with the geopark. 

Group exercises require students to work on various topics. This paper describes the topics and results of this course 

based on documents such as image maps submitted by the students. The analysis of the image maps reveals that 

students were able to develop knowledge relating to the regional resources observed in the geopark. They might be able 

to establish connections between geomorphological features and local industries.
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はじめに

ジオパークは，ユネスコ世界ジオパーク

がウェブページで公開しているガイドラ

イ ン（http://www.unesco.org/new/fileadmin/
MULTIMEDIA/HQ/SC/pd f / IGGP_UGG_
Statutes_Guidelines_EN.pdf）では，「地質学的

重要性を有するサイトや景観が保護・教育・

持続可能な開発が一体となった概念によって

管理されたエリア」として定義されている．

また，ガイドラインはエリア内の資源の取り

扱いについて「自然・文化遺産のあらゆる分

野と関連した地質遺産をもって，我々が暮ら

す変動する惑星の中で社会が直面している課

題への意識と理解を高めるために活動する」

と記述している．つまり，地球の誕生から現

在に至るまでの歴史の中で，その成り立ちを

知る上で欠かせない地球の遺産を含むことは

もちろんだが，それらが生物や人類の歴史・

文化につながりがあるということを捉えるの

がジオパークの基本的な考え方だ．ジオパー

クは地域住民が地質や地形が大きくかかわっ

ている地域資源の価値を理解し，一丸となっ

てその資源を管理，運用することで持続的な

地域社会を形成していく取り組みとして，近

年注目を浴びている．

川村（2017）はこのようなジオパークの活

動を支える人材育成を短期・中期的に担える

のは主として大学であると考え，秋田大学を

例として高等教育機関における人材育成の構

想をカリキュラム編成の点から論じた．ま

た，川村（2018）は，近年の大学でのジオパ

ークに関する教育実践をレビューし，目標や

内容について科目・講習の目的の分析を基

に，「ジオパーク理解教育」，「ジオパーク活用

教育」，「ジオパーク推進教育」および「その

他」の教育に分類した．しかし，高等教育に

おけるジオパークに関する教育活動例はまだ

少ないため，実践をもとに地域資源の活用に

従事できる人材育成のあり方を議論すること

が必要である．実践研究に関しては，「体験」

を導入することで学生の地形や地質といった

地球科学的な資源に対する興味，関心を高め

る効果があったとする報告がある（小池・菊

地，2016）．最近，新名（2019）は，彼女のそ

れまでの教育実践（新名，2014，2015，2016，
2017）を総括し，山陰海岸ジオパークエリア

を実習地とした公立鳥取環境大学の学部教育

におけるフィールドワークは，学生，教員，

地域住民3者の相互学習を促し，新たな知的

生産へと展開したことが大きな成果であった

と結論付けている．しかし，科目ごとの教育

効果の統計的手法による解析は行っておらず，

ジオパークを活用した高等教育の評価のため

には学力測定に加え，個人の内面的変化の調

査項目などの検討が必要であると課題を提示

している（新名，2019）．
これらの課題のうち，まず統計的手法に基

づいた解析により教育効果を検討することを

目指すため筆者らは，兵庫県立大学（以下，

県立大）の全学共通科目として開講した山陰

海岸ジオパークを実習地とする授業の実践研

究を行った．県立大ではジオパークの地域資

源とそれを活用した地域産業を教材とした全

学共通科目として「ジオパークと地域」，「ジ

オパークの地質と文化」,「地域資源マネジメ

ント概論」を地域資源マネジメント研究科の

教員が担当している．「ジオパークと地域」，「ジ

オパークの地質と文化」はともにジオパーク

エリア内の景観を観察し，活動の現場に接す

ることで，（Ⅰ）地質・地形と文化・産業等と

の関係性を理解すること，（Ⅱ）地域における

ジオパーク活動の意義を理解することを目的

としている． 

上記の目的のうち，本研究では「ジオパー

クと地域」を例として，兵庫県北部の地形や

地質資源を素材とした全学共通科目において，

野外調査を取り入れた教育実践における（Ⅰ）

地質・地形と文化・産業等との関係性の理解

への成果と課題を議論し，高等教育で展開で

きるジオパークにおける教育の推進を図る．
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図1 山陰海岸ジオパークのエリア全体図（図1a）と野外実習での実習地を示した図（図1b）.図1bの①〜⑧は野外実習での学習地を示した．

図1 山陰海岸ジオパークのエリア全体図（図1a）と野外実習での実習地を示した図（図1b）.
図1bの①〜⑧は野外実習での学習地を示した．
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図1 山陰海岸ジオパークのエリア全体図（図1a）と野外実習での実習地を示した図（図1b）.図1bの①〜⑧は野外実習での学習地を示した．

山陰海岸ジオパークについて

本授業の実習地がある山陰海岸ジオパーク

は，山陰海岸国立公園を中心に，京都府京丹

後市の東端から鳥取県鳥取市の西端にまたが

るエリアで構成される（図1a）．「日本海形成

に伴う多様な地形・地質・風土と人々の暮ら

し」をテーマとして掲げており，日本海拡大

前の白亜紀から古第三紀火成活動にはじまり，

2,500万年から1,500万年前に起こったとされ

る日本海拡大（Otofuji et al.,1986; Tamaki et al., 
1992；星・横山，2002）や，その後の火山活

動に関連した地層を有している．これらを地

質的な背景として，その上に成り立つ気候・

風土や生態系， さらにそこで営まれる人々の

産業・文化がエリア内の地質・地形と深くか

かわっていることから，2010年に世界ジオパ

ークに設定された（先山ほか，2012）. 

集中・全学共通科目

「ジオパークと地域」の概要

本授業のシラバスを付録1に添付した．ジオ

パークは,自然的・社会的な要素を含む環境シ

ステムが持続的に形成されているまとまりと

して捉えることができる．地域を理解する実習

地としてジオパークを用いることで，大学生が

環境システムを構成する要素間の関連性を学

習することができる．この学習により，地域づ

くりを分析的・総合的に考察できる思考技術

や実践能力の向上も期待できる．なお，本授業

は講義と野外実習とを組み合わせた形式を取

り，実習地の事前調査，野外実習の実施，調査結

果の整理・発表という学習過程である．この

ような授業は川村（2018）の分類に基づく「ジ

オパーク理解教育」に属するものである．ジ

オパークを素材とするところに特徴があるが，

地域系学部で取り組まれている，学生への地

域の関心を高め，理解させるとともに，他者

との関係を構築して協働する姿勢や能力を獲

得させる授業（石井，2018）と共通している．

観察させる景観の構成要素は，地形，土地

利用，建築物である．もちろんこれらの景観

の地質学的背景を説明するが，地質の事物や

現象を直接調査するものではない．野外実習

のルートは移動経路の効率性を念頭に置き，

かつ実習地内の海岸と山地（里山），市街地な

どをバランスよく取り込み，地域を空間的に

理解できるよう工夫した．

実習地の概要

本授業での実習地の概要を以下に記す．ま

た，実習地の位置を図1bに示した．

①神鍋山（図1bの①）

豊岡市日高町の神
かん

鍋
なべ

火山群（古山，1973）
は6座の小規模な火山体から構成される．最

も新しいのは神鍋山で，約2万2千年前に形

成されたスコリア丘である（Shitaoka et al., 
2019）．神鍋火山群地域の低地の土壌は火山噴

出物中に形成されたクロボクである（兵庫県，

2003）．クロボクの成因には議論があるが，土

壌中に有機物が濃集しているので黒っぽく見

え（山野井，2015），軽く柔らかい土壌なので

耕作が容易である． 

②二段滝（図1bの②）

神鍋山の溶岩は4部層に区分され，そのうち

日高溶岩は稲
いなんば

葉川ぞいに円山川との合流部ま

で流れ着いている（古山，1973）．また，稲葉

川沿いに見られる十
じゅうご

戸溶岩やその侵食に関わ

る小地形・微小地形（溶岩瘤，風穴，滝，瀬，淵）

が変化に富んだ自然景観をつくりだしている．

例えば，豊岡市日高町の二段滝では二枚の溶

岩の断面が見られ，溶岩とクリンカーの特徴

と侵食の違い（差別侵食）を知ることができる．

稲葉川の溶岩を歩く野外活動である「ラバー

トレッキング」がNPO法人かんなべ自然学校

によって実施されている． 

③猿尾滝（図1bの③）

香住町村岡区日影の猿尾滝は，日本の滝

百選の一つ数えられる但馬地方の名瀑であ

る．一枚岩（火山岩のラコリス：羽地・山路，



佐野恭平ほか

6

2017）の上を水が流れるといった地形学的な

特徴を有する．猿尾滝を案内する山陰海岸ジ

オパークガイドからは滝の命名の由来，滝の

岩壁表面の形状と民俗信仰との関係に関する

解説を聞くことができる．

④黒野神社（図1bの④）

山間部に位置する香美町村岡区の黒野神社

は，江戸時代後期の明和二（1765）年に建立

された本殿（県指定重要有形文化財）を持つ，

一帯で最も規模が大きい神社である．また，

江戸時代後期に奉納された石燈籠を有し，そ

の石材は村岡区内で採石された砂岩であり，

地域の石材加工に適した地質資源が神社の石

造物の供給源となったことを知ることができ

る．また，同神社には養父市に分布する蛇紋

岩を石材とした江戸時代の石燈籠もあり，価

値の高い石材は地域をまたいで流通したこと

を知ることもできる実習地である．

⑤板
い た し の

仕野（図1bの⑤）

中新統北但層群，鮮新統照
て ら ぎ

来層群が分布す

る兵庫県北部，特に香美町および新温泉町の

山地に地すべり地が多く，その規模も大きい

（田中，2007）．香美町板仕野では棚田を散策

することで，地すべり地形と土地利用，地す

べり地における防災上の工夫を観察すること

ができる．

⑥竹野（図1bの⑥）

日本海に面する豊岡市竹野はリアス海岸に

なっており，日本海拡大以降の地層が岩石海

岸に分布している．観光資源として「はさか

り岩」や「猫崎半島（猫崎）」，「脊椎動物の足

跡化石」，「淀
よどのどうもん

洞門」などがある．江戸時代末

〜明治時代中頃には北前船の風待ち港として

廻船業が発達した（山田，1989）．また，物流

の拠点として栄えたことを物語る船主の屋敷

跡，庄屋の屋敷跡「御
お よ う ぢ か ん

用地館（住吉屋歴史資

料館）」などが残されており，風待ち港での人々

の暮らしを学ぶことができる．

⑦玄武洞公園（図1bの⑦）

国の天然記念物である玄武洞・青龍洞のあ

る玄武洞公園には豊岡市のジオパークの拠点

施設である玄武洞案内所がある．玄武洞は火

山岩の一種である玄武岩の採石により人工的

にできた洞窟で，事実上の採石場跡である．

玄武洞と青龍洞にて柱状節理（岩石中に一定

の様式で形成された割れ目）の様子を観察で

きる．また，玄武洞案内所のパネルやNPO法

人玄武洞ガイドクラブメンバーの解説によっ

て，玄武洞を生み出した火山活動や，玄武洞

溶岩の研究をきっかけに松山基範博士により

提唱された地球磁場の逆転について学ぶこと

ができる． 

⑧兵庫県立コウノトリの郷公園（図1bの⑧）

兵庫県立コウノトリの郷公園は，一度は日

本からは絶滅した国の特別天然記念物である

コウノトリの保護と活用に取り組む兵庫県立

の研究施設である．ここではコウノトリを観

察できるとともに，コウノトリの保護や増殖，

野生復帰の取り組み，人間とコウノトリが共

生できる環境づくりについて学習することが

できる．加えて，なぜコウノトリが豊岡盆地

に最後まで残ったのかについて，その理由と

地形・地質との関係を学ぶことができる．

受講学生の実態

調査方法
本授業を受講する学生が学習内容について

どのような知識を持っているのかを把握する

ため，山陰海岸ジオパーク推進協議会の一般

向け観光用ウェブページ（「玄武洞公園・赤石」，

「村岡」，「神鍋火山」，「竹野海岸」）の記述内

容に関するアンケート調査を，2020年度の「ジ

オパークと地域」受講生18名を対象に実施し

た．実施内容は下記のとおりである． 

質問項目
質問項目は（ア）所属学部，（イ）高校での

地理・地学などの科目の履修状況，（ウ）野

外実習地域の居住経験の有無である．加えて，

（エ）野外実習地のウェブページ解説文中の言

葉のうち，知らなかった言葉，聞いたことは

あるが大学生相手に説明できない言葉を抽出
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することを指示した．

回答結果
回答者の（ア）所属学部は，理学部・工学部・

環境人間学部であり，それぞれ6名，7名，5名
である．なお，受講学生の学年は1年生8名，2
年生3名，3年生4名，4年生3名にまたがってい

た．質問項目（イ）高校での地理・地学など

の科目の履修状況は，高校での地理A履修者

は3名，地理B履修者は11名，地学基礎履修者

は1名であった．質問項目（ウ）野外実習地域

の居住経験については，全員が該当地域の居

住経験がないと回答した．項目（エ）初見の

言葉や説明できない言葉の回答状況を見ると，

初見の言葉の回答数は1人当たり平均5.4，説

明できない言葉の平均数は2.7であった． 

各解説文で知らなかった言葉，もしくは説

明できない言葉として抽出された例を以下に

示す．「玄武洞公園・赤石」解説文では「柱状

節理」が15名，「地磁気逆転」が11名，「玄武岩」

が10名から抽出された．「村岡」の解説文では

「日本海拡大」「日本列島形成」「地質多様性」

のような地学における概念に関連する言葉が5
名から抽出された．「神鍋火山」の解説文では

「ラバートレッキング」が8名から抽出された．

「竹野海岸」の解説文では「はさかり岩」が8名，

「淀洞門」が9名，「猫崎半島」が8名と，地名

や固有名詞に関する言葉が抽出された． 

学生の実態
アンケート調査から明らかになった受講学

生の実態を以下に示す．「竹野海岸」の解説文

に見られるように，「はさかり岩」や「猫崎半

島」のような地名や固有名詞に関連する言葉

が抽出された点については，受講学生全員が

当該地域に居住経験がないことに由来する．

その他，抽出された言葉には事物を指す言葉

と，概念を表す言葉がある．「ラバートレッキ

ング」のような野外における活動に関する名

称も抽出されている．なじみのない野外活動

の名称は認知度が低い．

また，理科の教科書に掲載されていない用

語「地質多様性」や，「柱状節理」のような高

校地学の教科書に掲載されている用語，日本

列島形成や日本海拡大，地磁気逆転など，地

球史に関する言葉が抽出された点については，

受講学生のうち高校での地学基礎，地学履修

者が1名であったことや野外実習地域の居住経

験者がいないことを反映していると考えられ

る．以上より，大学教養レベルの地球科学の

知識を保有している学生は多くないと考えら

れる．

「ジオパークと地域」の実践内容

授業の概要
「ジオパークと地域」は，夏期休業中の集中・

全学共通科目であり，第1日と第4日の2日間の

大学における授業（講義と実習）と，第2日か

ら第3日の山陰海岸ジオパーク（兵庫県豊岡市，

香美町）における野外実習2日間で構成した．

2020年度はジオ研究領域（地学系）の教員3名
（川村，松原，佐野）およびソシオ研究領域（人

文・社会科学系）の教員1名（菊池）が担当し

た．教員は，授業の全期間における引率のほか，

講義，野外実習地における解説，グループワ

ークの指導および評価を担当した．また外部

講師として，野外実習地においてはジオパー

クガイドに現地解説の一部を依頼した．

本授業の目的は，学生がジオパークの景観

を観察し活動の現場に接することで，（Ⅰ）地

質・地形と文化・産業等との関係性を理解す

ること，（Ⅱ）地域におけるジオパーク活動の

意義を理解することである．

授業設計
本授業は，基本的にワークショップによる

学習（久保田，2012の類型3）である．授業目

標を事前に設定しておらず，学習の素材は各

地のジオサイトをまわることで収集できるよ

うにしてある．

授業構成
授業の構成はワークショップのための学習

環境デザインの枠組みである創発的活動マッ

プ（宮田 2010）を参考にした，(1)始まりのデ
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ザイン，(2)継続のデザイン，(3)発見のデザ

イン，の３段階（久保田，2012）で構成される．

まず，授業に先立ち「ジオパークとは何か」

「山陰海岸ジオパーク－その特徴と活動」につ

いての講義を行い，ジオパークの基本的な概

念を持たせるとともに，実習地についての地

質的・地形的な基礎知識を持たせた（表1）．「ジ

オパークとは何か」の講義では「ジオパーク

とはどんなところか，大学生の知人に語れる

ようになること．」という行動目標を掲げた授

業を冒頭に行った．そのため，山陰海岸ジオ

パークはもちろん，国内各地のジオパークの

特徴的な地質・地形の画像を提示し，それら

をもとに共通点と相違点を見出させる活動を

実施した．

その後，活動のためのグループを編成し，

グループワーク(1)として大学のコンピュータ

室において，野外実習で訪問するジオサイト

についての情報収集を指示し，実習地につい

ての具体的な知識を持たせるとともに，本授

業科目のテーマについて関心を高めさせ，実

習地において情報収集をしたくなるような活

動に位置付けた．グループワーク(2)は実習地

での情報収集で，さまざまなジオサイトを巡

り，但馬地域で活躍する複数の社会人と交流

させることにより地域で活動することの具体

例を提示した．そしてグループワーク(3)では，

大学のコンピュータ室において収集した情報

の整理と発表の準備に取り組ませた（表1）． 

野外実習の概要
本授業では，日帰りで2回の野外実習を実施

した．実習場所は，1回目は豊岡市日高町，香

美町村岡区， 2回目は豊岡市赤石，竹野町およ

び本研究科キャンパス（豊岡キャンパス）で

ある．最後の場所を除きすべてジオサイトで

ある．実習地はチャーターバスにより移動し

た（表1）．
実習地における地域資源の大半は地形資源

であり，火山地形，土壌，地すべり地，海岸地形，

人工地形，河川地形など地理学的内容が主体

となっている．地質学的な内容は，玄武洞に

おける玄武岩の地磁気逆転の発見のみである． 

表1　授業の構成，実施場所，実施内容，グループワークの流れをまとめた表．
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グループワークの概要
本授業におけるグループワークの目的は，

「地域資源のワイズユース（賢明な利用）の観

点から，縮退する社会情勢下における，山陰

海岸ジオパークを活かした地域づくりのアイ

ディアを提案」させることである．地方圏注

１）の人口流出が進行する一方，近年ではUタ

ーン・Iターンなど若者が地方を居住地として

志向する動きもみられている．また，地域外

の人々との多様なつながり方を考える「関係

人口」という考え方も普及してきた（総務省，

2018）．このような社会背景を踏まえ，グルー

プワークでは現代における地域づくりの課題

と解決方法について学生間の議論と協働を通

じて考えさせた．そして，地域が抱える課題

を学生が理解し，その解決方法を他者に対し

て説明できることを意図した．

2020年度は具体的な課題を「SNS注2）を使っ

た山陰海岸ジオパークのPR」と設定し，「各

自が山陰海岸ジオパークのファン，サポータ

ーになって」と学生が実習対象地域に関わる

立場を明確にした．情報技術の発達という現

代的要素も踏まえながら，持続可能な社会の

形成に寄与する関わり方をヨソモノ・ワカモ

ノ注３）の柔軟な視点から発想することができ

るテーマと考える．また，前述したように本

科目は全学共通科目であり異なる学部・学年

の学生が受講していることから，学生同士の

意見交換を図りやすく，幅広い観点からのア

プローチが可能になる課題を設定した．

学生に提示した課題は次のとおりである．

・各自が山陰海岸ジオパークのファン，サポー

ターになって，FacebookなどのSNSを利用し

た山陰海岸ジオパークのPR内容を提案する．

・山陰海岸の自然とそこで営まれる人間生活

との関係性を読み解きながら，その仕組みに

見られる知恵や美しさなどの魅力が伝わる投

稿記事を考え，写真などを盛り込みながら発

表用の資料をパワーポイントで作成する．

・資料作成時は各グループがテーマを決め，

記事は一つではなく連続的に投稿していく流

れ（ストーリー）を意識しながら進める．

・現地から実際にSNSを使って投稿すること

も可能とする．

グループ編成は18名の学生を4グループ（1
グループ4～5名）に分け，各班に担当教員が

チューターとして付き添うようにした．グル

ープは，受講学生の所属学部に偏りがないよ

うに編成した．表1にはグループワークの流れ

を示している．第2日と第3日には即日提出の

課題を設けた．以下に，各日に実施したグル

ープワークの概要を述べる．

【第1日】
はじめにグループワークのテーマおよび留

意点について説明し，学年，学部，性別など

の属性がなるべく偏らないようにグループ分

けを行った．グループワークでは，自己紹介，

リーダーの選出，グループ名の決定，連絡先

の交換を行い，コミュニケーションの円滑化

（アイスブレイク）とグループワークに取り組

む体制を整えた．続けて，山陰海岸ジオパー

クの概要や見学サイトの特徴についてインタ

ーネット等を用いて学習するよう指示し，各

グループのテーマを決定させ，1日目のまとめ

としてそれらの発表を行った．

【第2日】
実習地である神鍋山では噴火様式の異なる

火山噴出物の地層（スコリア層，溶岩層）が見

える露頭において，火山の噴火様式と火山地形

の形成過程について解説を行った．この火山砕

屑物であるスコリアは高等学校「地学基礎」

でのみ学習するので，ほとんどの学生は知ら

ない用語である．また，神鍋山近くの畑地では，

火山噴出物とクロボクとの関係や，クロボク

の特徴と畑作との関連を学生に解説した．

豊岡市日高町の二段滝では2枚の溶岩の断面

を観察できることから，差別侵食は塊状溶岩

とクリンカーとの透水性の違いと関係してい

ることを学生に解説した．その際，溶岩内部

の透水層（目の粗い岩片の部分）と不透水層（緻

密な溶岩の部分）の特徴についても解説した．

猿尾滝では，火山岩のラコリスの上を水が
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流れるといった地形学的な解説のほか，地元

のガイドの方から，滝の命名の由来や滝の岩

壁表面に観音様や仏様，マリア様などの尊像

が見える人もいるといった民俗信仰と滝に関

する解説をしていただいた．

板仕野では地質（泥岩）と地すべり地の関

係について解説したのち，地すべり地形や土

地利用（棚田）の視点から景観の構成要素を

観察するとともに，地すべり地における防災

上の工夫（水抜き工）を見学し，地すべり地

利用のメリットとデメリットを見出させた．

また，地域住民が地域特性を地域資源として

再認識し，観光産業や農産物の販売などに活

かす取り組みについて，活動のリーダーから

解説を受けた．

課題「（あ）野外実習で得られた知識や発見」

について整理することを即日提出の課題とし

た．課題の提出方法については，野外実習終

了後にメールやチャットなどの情報通信技術

（Information and Communication Technology；以

下ICT）ツールを利用した意見交換をグループ

全員で行い，翌朝までにグループのリーダーが

レポートにまとめて提出するよう求めた．その

際，ICTツールでやり取りした記録もキャプチ

ャー画像のデータ等で提出させた．参考として，

グループレポートよりジオパークの意義に関

する記述を抽出しまとめた表を，付録2に示す．

【第3日】
実習地である竹野では，日本海拡大期にど

のような現象が起きたかや，古環境について

解説した．また，竹野地区の砂丘上に発達し

た町並みや北前船の船主でもあった庄屋の屋

敷跡「御用地館（住吉屋歴史資料館）」を見学

し，風待ち港として発達した集落の人々の暮

らしについて学んだ．さらに，この地の風情

を気に入り移住し,ゲストハウスを開業した経

営者へのインタビューも実施した．

玄武洞公園では，玄武洞と青龍洞にて火山

岩の特徴や形成過程について解説したあと，

柱状節理の様子を観察させながら，その形成

過程についても解説を行った．

兵庫県立コウノトリの郷公園ではコウノト

リを観察するとともに，コウノトリの保護，増

殖，野生復帰，人間とコウノトリが共生できる

環境づくり，なぜコウノトリが豊岡盆地に最後

まで残ったのかについて，その背景に地質や地

形がどのように関係しているのかを解説した．

第3日についても即日提出の課題を設定し

た．課題は「（あ）野外実習で得られた知識や発

見」に加えて，「（い）ジオパーク活動の意義と

は？」，「（う）ジオパークを活かした地域づくり

に向けた課題とその解決に必要なこと」を提示

した．なお，レポートおよびICT記録の提出は

メールによるものとし，そのファイルを担当教

員間で共有し，学生の理解度を把握するととも

に主体的な学習をサポートする資料とした．

【第4日】
第4日は講義，野外実習およびグループワー

クでの学習内容をもとに，山陰海岸ジオパー

クをPRするためのSNSの投稿記事を作成する

作業に割り当てた．投稿記事のイメージをパ

ワーポイントでつくることとし，最終的にグ

ループごとの成果を発表させた．参考として，

プレゼンテーションで使用したスライドから

ジオパークの意義に関する記述を抽出しまと

めた表を，付録2に示す．最後に，教員からの

講評および学生同士の意見交換・質疑応答を

行い，グループワークの締めくくりとした．

学習記録の解析方法

本授業の実践を通して，学生にどのような

変化が現れたのかを明らかにするため，本研

究では授業中に学生が作成したイメージマッ

プとグループレポートの解析を行った．解析

方法および解析結果を以下にまとめる．

イメージマップの作成・解析方法
イメージマップは，テーマとなるラベル（刺

激語）を中心に関連付けられる特定の事柄や

キーワード，イメージ，概念に関する思考の

広がりを図示することで，学習者の知識獲得

状況を捉える方法である（三宅，1987）．イ
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図2　学生（表2中のB）が作成したイメージマップの一例．上図がプリマップ，下図がポストマ
ップ．
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メージは体験・経験・感情や学習者が持つ知

識を自分なりに体系づけたもので，知識や概

念形成，思考の一部を構成しており（三宅，

2000），イメージマップを活用した中学校理科

における指導と評価に関する報告がなされて

いる（森ほか，2016）．大森（2006）はイメー

ジマップの活用により小学校6年生の資源の循

環に関連する生徒の理解や意識の変化を明ら

かにした．また，栢野ほか（2012）はイメー

ジマップを学習支援ツールとして用いた際に，

授業の進行とともにイメージマップがどのよ

うに変化するのかを報告し，イメージマップ

の有用性を示した．

本研究では，ジオパークを刺激語とした際

のイメージマップをもとに，地球の遺産と生

物や人類の歴史・文化とのつながりに関する

学生の知識の変化を明らかにする．

本授業の実施時において学生には，第1日お

よび第4日の授業の終わりにイメージマップを

作成させた．イメージマップの作成方法につ

いては実施前に以下のとおりに指示した．(ⅰ)

「ジオパーク」というラベルから作成をはじめ

ること．(ⅱ) 第1日については授業で取り上

げた地名，第4日については実際に実習で訪れ

た地名を含めること．(ⅲ)それぞれの場所に

ついて，地質・地形に関する内容を含めるこ

と．(ⅳ)地質・地形以外の自然，文化，歴史，

人々の暮らしなどの地域資源や活用に関する

ラベルを含めること．また，教員が「ジオパ

ーク」のラベルに基づき，山陰海岸ジオパー

クとは異なるジオパークでの作成事例を提示

した．本研究では第1日に作成したイメージマ

ップを「プリマップ」，第4日に作成したイメ

ージマップを「ポストマップ」と呼ぶ．学生

が作成したイメージマップの例を示す（図2）．
学生が作成したイメージマップは以下の手

順に従い解析を行った．はじめに，学生が作

成したイメージマップのラベルについて，地

質・地形・地球科学・石材に関連する「ジオ

ラベル」，生物や生態系に関連する「エコラベ

ル」，人の活動や産業，文化に関連する「ソシ

オラベル」，地名や固有名詞，活動や取り組み

に関する言葉などの上記に該当しない「その

他ラベル」の4カテゴリに分類し，それぞれの

ラベル数を計測した．計測の際にはイメージ

マップで繋がれたリンクに着目し，言葉を使

った意図を含めてカテゴリに分類した．例え

ば「固い」というラベルに「岩石」がリンク

されていた場合は，「固い」を岩石の特性を表

すラベルとして，ジオラベルに含めた．

次に，4カテゴリに分類されたラベルのリン

クについて，ジオラベルとエコラベルをつな

ぐ「ジオ-エコリンク」，エコラベルとソシオ

ラベルをつなぐ「エコ-ソシオリンク」，ソシ

オラベルとジオラベルをつなぐ「ソシオ-ジオ

リンク」に分類し，それぞれのリンク数を計

測した．上記に基づいたラベル数，リンク数

をプリマップ，ポストマップそれぞれを対象

に計測した．

グループレポートの解析方法
野外実習時に学生がどのような点に着目し

て学習を進めたのかについて明らかにするた

め， 第2日および第3日の実習終了後に各グル

ープが作成したレポートを解析した．本研究

では，自由記述式のテキストデータについて，

言葉やフレーズの出現頻度を分析することが

できるテキストマイニングによる解析を行っ

た．解析にはフリーソフトKHCoder（https://
khcoder.net）を用いた．

解析結果

イメージマップの解析結果
ラベル数およびリンク数の計測結果を表2に

示した．また，各学生が作成したイメージマ

ップ内のラベルを4カテゴリに分類した結果に

ついては付録3に添付した．以下に記述するの

は学生全員の結果を合計した値である．

プリマップの総ラベル数は565個，ポストマ

ップでは777個であった．そのうち，ジオラベ

ルはプリマップで174個，ポストマップで262
個，エコラベルはプリマップで55個，ポスト
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表2　イメージマップから読み取ったラベル数とリンク数．
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マップで54個，ソシオラベルはプリマップで

169個，ポストマップで244個であった．また，

リンク数については，ジオ-エコリンクがプリ

マップで24個，ポストマップで21個，エコ-ソ

シオリンクがプリマップで32個，ポストマッ

プで28個，ソシオ-ジオリンがプリマップで78
個，ポストマップで108個であった（表2）．
グループレポートの解析結果
レポートの総抽出語数は4,190語で，出現頻

度の多い抽出語は上から順に「地域（29回）」

「ジオパーク（19回）」「人（15回）」「地形（15
回）」「観光（13回）」「自然（13回）」であった

（図3）．イメージマップの解析と同様に，グル

ープレポートの抽出語を地質・地形・地球科学・

石材に関連する「ジオラベル」，生物・生態に

関連する「エコラベル」，人の活動や産業，文

化に関連する「ソシオラベル」，地名や固有名

詞，活動や取り組みに関する言葉などの上記

に該当しない「その他ラベル」の4カテゴリに

分類し，抽出語の出現頻度と各カテゴリの関

係を図3に示した．

授業の成果

本授業の目的である（Ⅰ）地質・地形と文化・

産業等との関係性の理解について，学生にど

のような変化が生じたのかを考察していく．

第1日および第4日のまとめとして学生が作

成したイメージマップの解析結果をまとめる

と，以下のようになる；1)4つのカテゴリに分

類したプリ・ポストマップにおけるラベル数

の平均値についてt検定（両側検定）を行った

ところ，ジオラベル数（p = .002，p < .05）
ソシオラベル数（p = .003，p < .05）に有意

差が認められ，ポストマップのラベル数が増

加した．一方で，エコラベル数に有意差は見

出せなかった（p = .848，p > .05）．2)リン

ク数に着目すると，ジオ-ソシオを関連づける

リンク数の平均値はプリマップと比較してポ

ストマップでは有意傾向にあり（p = .097，
.05 < p < .10）ポストマップの方が高い．一

方で，ジオ-エコを関連づけるリンク数の平均

値（p = .660，p > .05），エコ-ソシオを関連

づけるようなリンク数の平均値（p = .466，p 
> .05）について，有意差は認められなかった．

学生が作成したレポートの抽出語の出現頻

度を見ると，ジオ的な内容に関連する言葉（地

形，火山，石，岩，滝），エコ的な内容に関連

する言葉（自然，コウノトリ），ソシオ的な内

容に関連する言葉（地域，人，観光，利用，土

地，活動）が出現している（図3）．図3より，ジオ，

エコ，ソシオに関連した抽出語の出現頻度に

偏りがないことから，野外実習の際には，ジオ，

エコ，ソシオそれぞれに関連した学習内容を

もとに，レポートを作成したと考えられる． 

以上のイメージマップおよびレポートの解

析から，本授業の目的（Ⅰ）地質・地形と文化・

産業等との関係性の理解に対して，学生は地

質・地形および産業・文化に関する知識を広

げたと考えられる．また，ジオ-ソシオを関連づ

けるリンク数の平均値はプリマップと比較し

てポストマップでは有意傾向にあることから，

本授業の実践により，地質・地形と文化・産業

図3 テキストマイニングによって得られたグ
ループレポートの抽出語を出現頻度の順に示
した図．イメージマップの解析と同様に，抽
出語をジオ，エコ，ソシオ，その他4カテゴリ
に分類し，色分けした結果を示した．
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等との関係性の理解を促した可能性がある．

授業の課題

本授業は2日間の野外実習を日帰りで実施し

た．行程については日程や移動時間の制約も

あるが，宿泊をともなう形式で実施すること

で，学生間の議論が促進できるものと考える

ことができる．学習前のアンケート調査では，

受講学生は大学教養レベルの地球科学的な知

識を有していないことが明らかとなった．こ

の点については，野外実習で地質・地形・岩

石を観察する前に知識を習得しておくことが

望ましい．したがって，本授業受講前の事前

学習として，大学教養レベルの地球科学的知

識を習得できる場を設定するといった工夫が

必要と考えられる．

グループワークを含めた本授業の実践によ

って，学生は地質・地形と文化・産業等につ

いて知識を広げることができた．一方で，もし

授業で「ジオ-エコ」の関係性に関する理解を

目的とした場合は，例えば，コウノトリの生

息環境と豊岡市の地形的な特徴との関係性に

みられるような地質・地形と動植物との関係

に関する実習内容を増やすといった，滞在先

で観察・学習できる内容を検討する必要があ

るだろう．ジオパークを活用した教育実践に

おいては，訪れるサイトで資源間のどのよう

な関連性を学習できるのかについて事前に把

握し，学習の目的を合わせて学習地の選定を

行うことが重要となる．また，ジオパークを

運営する側としては，学習地に適したサイト

を羅列するだけではなく，学習地ではどのよ

うな資源間のつながりを観察することができ

るのかについてまとめ，指導する側へ向けて

情報を提供していくことが重要となるだろう．

評価については，シラバスの到達目標では

「地質・地形と文化・産業等との関係性や地域

におけるジオパーク活動の意義を理解するこ

と」と設定している．ジオパーク活動の意義

の理解については，評価の在り方の検討が必

要である．また，ジオパークの基本的な考え

方である地球，生物，人文社会にまたがる包

括的な理解を目指すためには，地質・地形と

動植物との関係についての内容を盛り込むこ

とで生物・生態系に関連する知識の拡大が期

待できるだろう．
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注1）平成29年版情報通信白書によると「三大

都市圏以外の地域（以下，「地方圏」）の人口

減少の程度は三大都市圏に比べて大きくなる

ものと予想されており，その背景には地方圏

から三大都市圏への人口流出がある」との説

明がある．なお，三大都市圏とは埼玉県，千

葉県，東京都，神奈川県，岐阜県，愛知県，

三重県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県を

指す（総務省, 2017）．

注2）Social Networking Serviceの略語．「人と

人が交流するインターネット上のコミュニテ

ィー（つながり）を「ソーシャルネットワー

ク」と呼び，ソーシャルネットワーク用のサ

ービスを「ソーシャルネットワークサービス

（SNS）」または「ソーシャルメディア」」とい

う（大谷ほか，2015）．

注3）地域おこしに求められる人材として，「外
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部の視点で物事を捉える」ヨソモノ，「旧来

のしがらみや固定観念に捕らわれ」ないで判

断するワカモノ，「考えるよりまず行動する」

バカモノの存在が挙げられる（いよぎん地域

経済研究センター，http://www.iyoirc.jp/post_
industrial/20141001/）．ここでは，客観的な観

点から新たな価値を見出し，行動につなげて

いくことができる人材としてヨソモノ・ワカ

モノを捉えている. 
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要　　旨

本研究では，兵庫県立大学の集中・全学共

通科目として実施した「ジオパークと地域」

の教育的効果を統計的手法に基づき検討する

ため，実践内容と，授業によって学生にどの

ような変化が生じたのかをまとめ，報告した．

授業中に学生が作成したイメージマップを解

析したところ，授業の前後で地質・地形およ

び産業・文化に関するラベル数が有意に増加

した．また，地質・地形と産業・文化のリン

ク数については有意傾向があり，ポストマッ

プでの増加が見られた．野外実習でのレポー

トの分析からは，地質・地形と文化・産業等

に関係した言葉が抽出された．本授業の実践

により，学生はジオパークに関係する地質・

地形および産業・文化に関する知識を広げた

ことが明らかとなった．

キーワード：ジオパーク，教育プログラム，

イメージマッピング，高等教育
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授業科目名
（英文名）

ジオパークと地域 (集中・全学共通科
目） （Geopark and Community）

科目区分
対象学生

※

単位数 2 開講年次・
学期

１年次・前期

担当教員 松原 典孝 所属 地域資源マネジメント研究科

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 ※ 連絡先 ※

講義目的及び到達目標 2010年に世界ジオパークネットワークに加盟した山陰海岸ジオパークには日本海形成
に伴った多様な地形、地質、風土が存在する。ジオパークの活動は、それらを保護し
ながら地域づくりに活かそうとするものである。このフィールドワークでははジオパ
ークの景観を観察し、活動の現場に接することで、地質・地形と文化・産業等との関
係性や地域におけるジオパーク活動の意義を理解することを目的とする。

講義内容・授業計画 授業は夏季に集中して実施し、１日目に教室で講義をしたのち、２～３日目はバスに
より山陰海岸ジオパーク地域で１泊２日の研修旅行をおこなう。｜４日目はふたたび
教室でまとめと発表を行う。
◆１日目：オリエンテーション～ジオパークの意義
１．オリエンテーション
２．ジオパークとは何か －各地のジオパーク、ジオパーク活動の考え方。
３．山陰海岸ジオパーク －その特徴と活動
４．ワークショップ１ －事前学習
◆２日目：山陰海岸ジオパークへ行こう（バスツアー）初日 ※予定
５．コウノトリの郷公園調査・学習施設で活動されている方の講話。
６．玄武洞・ガイドの実際を見学
７．竹野海岸の地形・地質と自然保護施設
８．ワークショップ２（竹野） 現地で宿泊
◆３日目：山陰海岸ジオパークへ行こう（バスツアー）２日目 ※予定
９．香美町「海の文化館」などの展示・学習施設を見学
10．ジオパークでの持続可能なビジネスについて講和
11．香住海岸、神鍋高原 現地でガイドをされている方の講話。
◆４日目：まとめと発表
12．振り返り学習
13．ワークショップ３：発表準備
14．ワークショップ４：発表と意見交換
15．まとめ

テキスト 特に指定しない。適宜関連する資料を配付する。

参考文献 現地でのジオパークに関する資料

成績評価の基準・方法 短期間であり、全日出席を前提とする。

成績評価の基準
自然と社会の相互作用解明や地域資源のマネジメントに関わる独自の方法論への理解

を深め、学際的実践研究をすすめる高度な素養を獲得した者に、単位を授与する。
講義目的・到達目標に記載する能力（知識・技能、思考力、表現力等）の到達度に応

じてSからCまでの成績を与える。
成績評価の方法

レポート（70％）を基準として、受講態度（30％ 積極的な質疑応答等）を含めて総
合的に評価する。

履修上の注意・履修要件 ・定員20名で、受講者多数の場合は抽選とする。
・特に現地研修においては、積極的に質問・メモ・写真撮影などをすること。
・ホームページなどでジオパークについての知識を得ること。

実践的教育 担当教員はジオパークの現場で実践的に活動している．本科目は実際の現場等での実
践的活動を経験させながら進めるもので，実践的教育に該当する

備考 ・現地研修では、宿泊費等（8､000円程度）が必要となるので注意

2020

ジオパ

話。

。
。
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班 課題 グループレポート プレゼンテーションのスライド

（あ）
・どの地域も現地の人を中心に地域を活性化させようとしていることが伝
わってきた．そこに専門家の人が加わり，さらなる発展が生まれていた．

（う）
・生き物や景観といったものを消滅させることなく維持していくのがジオ
パークのためだけではなく地域のためになる．

・地域の良い点や問題点を捉えることでより地域に畏敬の念を抱い
て，訪れることができる．

・実際に訪れた観光客がその地域の良さに共感し，移住を考えても
らう．
・移住者がこれからのジオパークを支える一員になってもらう．

A班 （い）

・地域に存在する貴重な地形，文化，生物をアピールすることが出来ると
ともに観光資源として地域の収入源を得て，その貴重な資源の保全、持続
的な発展を行う．
・住民自身は自分の地域について知る機会を得ることでより地域を大切に
するようになる．
・今いる場所の地形はどうやってできたか，周りの自然や農業，文化はそ
れぞれ独自に成⻑したものではなく，それらは地形や地質と大きく関係し
ていることを様々な人に知らせたり，どんな関わりがあるか考えてもらう
きっかけになる．
・ジオパークとすることで観光の目玉にもなり，観光資源にもなり得る．
・その地特有の地形や文化を基に，外部の方々に魅力を発信すること．

B班 （い）
・当たり前にある自然が学術的に重要で，観光地としても魅力的なものだ
ということに気付き，その自然を用いて経済的にも発展する形に持って行
けることが大切．

C班

・地球を学べてまるごと楽しむことができる場所．
・自分たちの土地に誇りを持つことができるし，守っていくきっか
けにもなる．
・ジオパークとその地域の住民は深くつながっている．
・ジオパークを上手に資本として使うことが地域の存続に必要．（い）

・古くからその地域に存在している特徴を生かした人々が，その土地を資
本として活用し，専門家が加わり学術的にも価値のあるものとして再発見
された結果，地域の経済が活性化することにより，その場所の保全も捗る
ために必要．
・昔からその土地に住んでいる人たちが，ジオパーク活動により，自分た
ちの土地に誇りを持ち，守っていくきっかけにもなっている．

D班

（い）

・構成する要素である「ヒト」「エコ」「ジオ」を欠けることなく維持し
ていくこと．
・それぞれが互いに作用して共存していることをその地域に住んでいる人
や地域に関心を持って訪れた人に知ってもらい，これを後世にまで伝え
る．

・フォトジェニック的な写真で目を引かせてその投稿を見て行って
みたいと思わせることが重要．
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生徒 A B C D E F G H I J K L M N O P Q R

ジオラベル

（地球科学・

地質・岩石

（俗称，石材

名を含む）・

地形に関連す

るラベル）

ジオ，水圏，岩石

圏，土壌，溶岩

流，山体崩壊，入

り江，玄武岩，柱

状節理，六角形，

地磁気逆転，地学

研究の発展，火

山，スコリア，地

球，大地の，温泉

大地，玄武岩，火

山，黒ぼく土，地

下水，重い

ジオ，火山，地

形，溶岩，海岸，

湖，砂浜，海，川

火山，温泉，スコ

リア，黒曜石，は

さかり岩，ジオシ

ステム，岩石圏水

圏，地質，岩石，

地層，岩体，ジ

オ，大地，

geoscience,

geography,

geometry,

geodesy,

geology, まとまっ

たゆるい斜面，構

造，水，土地の地

球の

ジオ，石，玄武岩

命名，磁性反対

ジオ，黒曜石，火

山，温泉，まと

まったゆるい斜面

ジオ，景色，岩

石，火山，地形，

温泉，広大な土地

火山，黒曜石，白

い岩，2つのれき，

はさかり岩，温

泉，ジオ，地質，

琥珀，海岸段丘，

砂丘，溶岩流，

川，大陸移動，ま

とまったゆるい斜

面

ジオ，地理，大

地，火山，川，

石，溶岩，玄武

岩，六角形，鉄粒

子，磁場反転発

見，磁性

ジオ（大地），玄

武岩

ジオ，岩石圏，水

圏，地質地形，温

泉，火山，玄武

岩，磁性反転，ジ

オシステム，地形

形成の仕方，地球

の歴史

ジオ，大地，火

山，火山岩，巨

石，瀞川稲荷の奇

岩，温泉，黒曜

石，岩石圏水圏，

構造，水，地質，

岩石，地層，風

景，なだらかな斜

面，滝，まとまっ

たゆるい斜面

ジオ，火山，湖，

滝，急斜面

風穴，溶岩，火

山，火山ガス，玄

武岩，geo（大地）

ジオ，大地，岩石

圏水圏のシステ

ム，ジオシステ

ム，火山，スコリ

ア層，黒ぼく土

滝，水，砂浜．火

山，温泉，ジオ，

断層，地震，海

岸，海，化石

ジオ，火山，岩

石，土壌，池，青

井石（竹野石）

火山，風穴，温

泉，黒曜石，ジ

オ，はさかり岩，

ポットホール，き

れいな海

エコラベル

（生物に関連

するラベル）

エコ，コウノト

リ，梅花藻
エコ

エコ，動物，生態

学，植物

生物圏，生態系，

エコ，動植物生態

系

エコ エコ
エコ，動植物，生

態系

エコ，生態系，バ

イカモ，ネギ，コ

ウノトリ

エコ，生態系，自

然，生物，植物，

森林

エコ（生態系），

生物，コウノトリ

エコ，生物圏，被

食捕食の関係，生

物濃縮，コウノト

リ，外来種の侵入

や環境変化による

自然選択

生物圏のシステ

ム，生態系，エコ
エコ，動植物

動植物が住んでい

ること（エコ）

エコ，生態系，生

物圏のシステム
エコ，イカ エコ，植物，動物 エコ，コウノトリ

ソシオラベル

（人の活動，

産業，文化に

関連するラベ

ル）

人，石仏，農地，

人間圏，田んぼ，

スキー場，高原野

菜

石垣，洪水対策，

高原野菜，マスの

養殖，スキー，人

ヒト，農業，産

業，文化，宗教，

漁業，釣り，釣ざ

お，神道，八百万

神，三種の神器，

歴史，戦国時代，

将軍，強い，観

光，BBQ，ビーチバ

レー，海の家，海

水浴，水着，パラ

ソル

人間圏，文化活

動，宗教，地域経

済活動，農業，鉱

業，サービス業，

自然災害，物，エ

ネルギーの流れ，

ヒト，人，生活，

観光客，レストラ

ン，道の駅，ス

キー場，石器

人々が採掘，観光

地へ，ヒト

ヒト，文化，ス

キー場，学びの

旅，石器，ダイビ

ング，ヒト文化，

漁業，海産物，グ

ルメ

アウトドアスポー

ツ，スキー場，

人，暮らし，食生

活，宗教，宗教的

な建物，観光地，

観光客

ヒト，田んぼ，観

光地，歴史，カ

ヌーツアー，石

器，スキー場，学

びの旅，観光客，

合格就職祈願

ヒト，農業

人，歴史産業，景

観，観光地，資

源，経済

ヒト，環境問題，

持続可能な経済活

動，人間圏，石

仏，歴史，文化，

食文化，地域に伝

わる伝承，天災，

道路，産業．農

業，エネルギー

人間圏のシステ

ム，文化活動，宗

教，地域経済活

動，農業，サービ

ス業，ヒト，生

活，棚田，米，十

三佛六体地蔵，神

社，君主神社，室

町時代，スキー

場，観光客，学び

の旅，石器

ヒト，農地，作

物，寺，ロープ

ウェイ

人間が住んでいる

こと（ヒト），文

化，いろいろなレ

ジャー

ヒト，文化産業，

人間圏のシステ

ム，キャベツ畑，

栽培する人

ヒト，農作業，

キャベツ畑，農

地，特産物，災

害，観光，滝修

行，旅行，旅館

ヒト，文化，石

器，石仏，農地，

作物，災害遺構，

建築，建材，焼杉

板，地元の名産

品，ランプシェー

ド，和紙，カ

フェ，風よけ

ヒト，野菜，観

光，文化，歴史，

経済人の動き

その他のラベ

ル（上記に当

てはまらない

ラベル，固有

名詞，活動や

取り組みな

ど）

ジオパーク，山陰

海岸ジオパーク ，

玄武洞，神鍋高

原，鳥海山，伊豆

大島，箱根，芦ノ

湖，教育，持続可

能な開発，保全，

geo+park

ジオパーク，神鍋

高原，八反滝，玄

武洞，ユネスコグ

ローバルジオパー

ク，3つのキーワー

ド，保全，教育，

持続可能な発展

ジオパーク，名古

屋港水族館，3つの

キーワード，伊勢

神宮，おかげ横

丁，天皇，姫路

城，世界遺産，大

蔵海岸

ジオパーク，ユネ

スコ世界ジオパー

ク，3つのキーワー

ド，保全，教育，

持続的な発展，地

域を考える手がか

り，SDGs,3つの要

素，つく言葉，高

原山，神鍋，竹野

海岸，学びの核，

天然記念物

ジオパーク，玄武

洞公園，5つのス

ポット，青龍洞，

北朱雀洞，南朱雀

洞，白虎洞，玄武

洞，天然記念物，3

つのキーワード，

保全，教育，持続

的な

ジオパーク，高原

山，教育，保全，

持続的な発展，竹

野海岸

ジオパーク，神鍋

高原，部活動，持

続的な発展，保

全，教育，SNS，交

通機関，インフ

ラ，学生，フィー

ルドワーク

ジオパーク，ユネ

スコグローバルジ

オパーク，山陰海

岸ジオパーク，高

原山，竹野海岸，

姫路城，持続的発

展，3つのキーワー

ド

ジオパーク，ユネ

スコ，玄武洞，NS

極，保全，教育，

持続的は発展，修

理，センターオブ

ジアース，ディズ

ニー，ジェット

コースター

ジオパーク，保

全，教育，玄武

洞，城崎，持続可

能な発展

ジオパーク，鳥取

砂丘，姫路城，玄

武洞，自然保全，

教育

ジオパーク，シス

テム，3つのキー

ワード，ユネスコ

世界ジオパーク，

場所，教育，保

全，概念，持続的

な発展，板仕野瀞

川渓谷，瀞川滝，

双身の滝，高原山

ジオパーク，書写

山，3つのキーワー

ド

ジオパーク，

geopark,park, 神

鍋高原，玄武洞，

八反滝，3つのキー

ワード，持続的な

発展，保全，教

育，地球を学ぶと

ころ，ジオパーク

の定義，楽しめる

場所

ジオパーク，大地

の公園，3つのキー

ワード，桜島，神

鍋高原

ジオパーク，きの

さき温泉

ジオパーク，ジオ

パーク3つの要素，

保全，教育，持続

的開発，竹野街並

み（住宅），御用

地館

ジオパーク，大地

の公園，体を使っ

て感じる，3つの要

因，教育，価値の

理解，持続可能な

発展，活性化，保

全，猫崎半島，竹

野海岸，珍しい，

地域とのつなが

り，情報発信，神

鍋高原，システム

ラベル

プレ
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ジオラベル

（地球科学・

地質・岩石

（あだ名，石

材名を含

む）・地形に

関連するラベ

ル）

ジオ，玄武岩，火

山，湿地，柱状節

理，地磁気逆転の

発見，地滑り地，

蛇紋岩．砂岩，花

崗岩，スコリア，

黒ぼく土，流紋

岩，ポットホー

ル，火山豆石，青

井石，きれい安定

した岩，はさかり

岩

ジオ，火山，スコ

リア，黒ぼく土，

水持ち良し，水は

け良し水もち悪

し，ヒン岩，かた

い，玄武岩，地磁

気逆転，かたい，

低地，湿地，はさ

かり岩，海岸，砂

岩，蛇紋岩

ジオ，火山，地

形，地質，地層，

溶岩，スコリア，

孔が多い，黒ぼく

土，地下水，地元

の石，蛇紋岩，玄

武岩，盆地，山に

囲まれている

スコリア，噴火，

実験，メントス

コーラ，水はけが

良い，地下水，炭

化，黒ぼく土，ジ

オシステム，岩石

圏水圏，はさかり

岩，海食洞，地滑

り，土壌がかき混

ぜられる，ジオ，

大地，ヒン岩

火山，噴火，溶岩

土，堆積物，滝，

地下水，海，北西

風，ジオ

噴火，地形の形

成，ジオ，侵食，

リアス式海岸，土

壌の形成，柱状節

理，岩の模様，二

種類の岩

火山，溶岩，玄武

岩，低地，海，ジ

オ，軽石，噴火，

水はけ，地下水，

土壌の分布，地

学，山，火山岩，

石材，湿度

火山，スコリア，

半深成岩，一枚

岩，蛇紋岩，砂

岩，ジオ，地質，

地形，固い溶岩

流，地すべり，玄

武岩，石材，柱状

節理，花崗岩，れ

き岩，はさかり

岩，泥の少ない

砂，落ちない石，

地磁気逆転

ジオ，大地，，

海，川，火山，ス

コリア，溶岩，花

崗岩，白，石，は

さかり岩，蛇紋

岩，黒，玄武岩，

バサルト，六角

形，平ら，放射

状，磁気，水，く

ずれやすい

ジオ，玄武岩，柱

状節理，火山，黒

ぼく土，スコリ

ア，土壌，溶岩，

はさかり岩，風

化，洞くつ，湿地

帯

ジオ，火山，地

形，風化，大気，

水，高原，土壌，

火山噴火，歴史の

解明，海岸，盆地

の気候

ジオ，泥，砂，地

すべり，カルデ

ラ，隆起，レキ

岩，大福岩，溶

岩，火山活動，は

さかり岩，岩石水

圏のシステム，岩

石，地層，水

スコリア，黒ぼく

土，蒼井石，石，

鉄が含まれる，

柱，六角形，安

定，ジオ，火山，

湖，滝，一枚岩

玄武岩，六角形，

亀，柱状，割れ

目，溶岩，隆起，

黒土，スコリア，

火山ガス，風穴，

火山，地質，砂

岩，花崗岩，はさ

かり岩，れき岩，

海食洞，地形のず

れ，強い強度，大

地，水がきれい，

風が強い

ジオ，ジオシステ

ム，玄武岩，はさ

かり岩，2種類の

滝，火山の断面ス

コリア層，黒ぼく

土，地質岩石地層

岩体構造水，岩石

圏水圏のシステ

ム，窒素が混ざっ

た土壌

地形，火山，温

泉，玄武岩，鉄，

ジオ，岩石，マグ

マ，風，波，自然

現象，はさかり

岩，水

ジオ，地下水，

川，山，火山，青

井石，岩石，花崗

岩，蛇紋岩，砂

岩，木町石，ビー

チ海岸

ジオ，石材，温

泉，スコリア

エコラベル

（生物に関連

するラベル）

エコ，コウノト

リ，コウノトリの

住みやすい環境，

コウノトリのエサ

の昆虫や虫，海に

ゴミがない，水も

出る

エコ，コウノトリ

エコ，生態学，コ

ウノトリ，今は野

生200羽，コウノト

リ繁殖に適

エコ，動植物生態

系，生物圏
エコ エコ エコ，コウノトリ

エコ，生物，植

物，生態系

エコ，コウノト

リ，生き物，魚，

植物，絶滅，生物

濃縮

コウノトリ，エコ

（生態）

エコ，生態系，コ

ウノトリ

エコ，生物圏のシ

ステム，生態系，

生物

エコ，動植物，コ

ウノトリ，コウノ

トリのエサ

植物
エコ，生態系，生

物圏のシステム
エコ，コウノトリ エコ，動物，植物 エコ，コウノトリ

ソシオラベル

（人の産業，

文化に関連す

るラベル）

人，棚田，とろか

わの恋，鳥居，石

灯籠，米作りに向

く，高原野菜，畑

に向く，北前船，

焼杉板，横張り，

園外でダメになっ

たときに取り替え

やすい，風で屋根

が飛ぶのを防ぐ，

「はさかる」方

言，方言をうかが

い知ることができ

る，かつてめぐみ

ぐんと呼ばれた

石材利用，家の基

礎，水害，移住

者，カヌー，石

灯，棚田，とろか

わの恋，但馬牛，

ヒト，土砂災害，

キャベツ

ヒト，経済活動，

観光業，漁業，農

業，生産業，お土

産，採石，海水

浴，漁業組合，宿

泊施設，灯燈，鳥

居，ガイド付き，

地元では有名な夏

の遊び場，田んぼ

の土，畑作，稲

作，コウノトリの

米

ヒト，人，生活，

ジオカヌー，美味

しい米，水車小

屋，水力発電，棚

田，貸出，人間

圏，滝を見ながら

そうめんを食べ

る，仏像が見え

る，信仰の対象，

高原野菜，ニジマ

ス，養殖

ヒト，井戸，漁

業，ヨソ者誘致，

焼杉板，伝統産

業，観光事業，畑

作，稲作，特産品

事業

ヒト，農業，土

産，米，地滑りに

よる棚田，採石，

観光資源，マリン

スポーツ，米

農業，畑作，稲

作，水が多いと腐

る野菜，ブランド

化，観光，ヒト，

町並み，宗教，歴

史，観光産業，水

田

ヒト，文化，歴

史，経済，島根か

ら，庶民からのプ

レゼント，ガイ

ド，棚田，とろか

わの恋，自作マッ

プ，合格祈願，カ

ヌーツアー，スイ

カ，マス，焼き付

け板

ヒト，経済，採石

場，漁港，稲，棚

田，ブランド米，

水力発電，開発，

とうろう，北前船

ヒト，観光地，町

並み，家，焼杉

板，鎧張り，カ

ヌー，根菜

ヒト，文化，食文

化，産物農業，観

光資源，地域の産

業，経済が潤う，

さいくつ場，畑，

ニジマス，ワサ

ビ，米，農薬，農

業，水害，牛

ヒト，人間圏のシ

ステム，宗教，農

業，サービス業，

焼杉板，横ばり，

横穴ボーリング，

集水井，米どこ

ろ，ブランド米，

棚田，観光客

ヒト，農地，作

物，ブランド米，

農薬使用しない，

漬物石，観光，焼

杉板，横ばり，棚

田，水車小屋

人，米が盛ん，炭

板，横引き，いた

みやすい，とり

い，とうろう，け

んちく材料，玄

武，ヘビに似てい

る，魚，農業，わ

さび，スイカ，

キャベツ

ヒト，人間圏のシ

ステム，自然災

害，文化活動宗

教，地域経済活動

農業鉱工業サービ

ス業，マスの養

殖，高原野菜の栽

培，5つの仏像，棚

田，おいしい米，

元採掘場

ヒト，おみやげ，

観光，ツアーガイ

ド，港町，ゲスト

ハウス，本，集

客，観光，ブラン

ド米，産業，棚

田，水車，発電，

田んぼ無料貸し出

し，ツアーガイ

ド，畑，野菜，直

売，観光，つけも

の

ヒト，歴史，建

物，ゲストハウ

ス，農業，文化，

食文化，井戸，焼

炭板，カフェ，ラ

ンプシェード，観

光客，ボートカ

ヤック，地元の雇

用創出，地域の人

と自然の共生事

例，灯籠，竹野の

町並み，農業

ヒト，神社，くら

しへの利用，歴

史，文化，ゲスト

ハウス，畑作

その他のラベ

ル（上記に当

てはまらない

ラベル，地

名，人名，固

有名詞，活動

や取り組み，

概念に関する

ことばなど）

ジオパーク，玄武

洞，神鍋高原，竹

野海岸，黒野神

社，保全，持続可

能な発展，教育，

板仕野，東京帝国

大松山さん，養父

市から，どう保全

するか，円山川，

コウノトリの保全

ジオパーク，神鍋

高原，猿尾滝，村

岡，板仕野地区，

教育，保全，持続

可能な発展，玄武

洞，竹野，黒野神

社

ジオパーク，神鍋

山，二段滝，猿尾

滝，日本の滝百

選，黒の神社，竹

野海岸，玄武洞公

園，青龍洞，村岡

ファーム，コウノ

トリの郷，保全，

要素

ジオパーク，板仕

野，竹野海岸，猿

尾滝，神鍋高原，

地域の人の取り組

み，観光振興，稼

ぐ（ツーリズ

ム），地域を考え

る手がかり，持続

的な発展，ユネス

コ世界ジオパー

ク，つながり，伝

える，教育，保

全，守る，知る，

郷土愛の醸成，地

域づくり，ストー

リー

ジオパーク，神鍋

高原，コウノトリ

の郷，保全，持続

可能発展，教育，

新事業，経済発展

雇用増加，人口増

加，竹野，板仕

野，雇用，ボラン

ティア

ジオパーク，板仕

野地区，竹野海

岸，神鍋火山，3つ

のキーワード，国

際的重視，保全，

教育，持続的発

展，玄武洞，猿尾

滝

ジオパーク，竹野

海岸，玄武洞，円

山川，城崎温泉，

ボート，合宿，持

続的な発展，イン

フラ，お金，ビジ

ネス，実業家，拡

散，SNS，学生，教

育，住人，地域活

性化，保全，とは

ジオパーク，二段

滝，猿尾滝，神鍋

高原，黒野神社，

とは，竹野町，竹

野浜，地域町おこ

し隊，外部から来

た人の起業，玄武

洞，板仕野集落，

人口72人，城崎温

泉，松山先生

ジオパーク，世界

ジオパーク，玄武

洞，青龍洞，神鍋

高原，二段滝，猿

尾滝，黒野神社，

板仕野集落，コウ

ノトリ公園，水

銀，レイチェル

カーソン．沈黙の

春，竹野海岸

ジオパーク，神鍋

高原，二段滝，豊

岡，保全，城崎温

泉，玄武洞，高齢

化，人手不足，竹

野海岸，竹野町

ジオパーク，「ジ

オ」「エコ」「ヒ

ト」の絡み合い，

それは正しい？，

教育，それは本当

に持続的な発展？

玄武洞，人々のつ

ながりのよる保

全，高齢化，保全

の資金

ジオパーク，43ヶ

所，板仕野，瀞川

渓谷，竹野，ユネ

スコ，161ヶ所，保

全，持続的な発

展，教育，竹野

浜，きれい，つな

がり，3つの要素，

仕組み，地域，

人々，郷土愛，宣

伝，保全，持続

的，カネ

ジオパーク，神鍋

高原，板仕野集

落，ジオパークと

は，コウノトリの

郷公園，豊岡キャ

ンパス，人材育

成，玄武洞公園，

竹野海岸，竹野

街，猿尾滝，マイ

ナスイオン

ジオパーク，玄武

洞，二段滝，猿尾

滝，城崎温泉，近

くの神社，竹野海

岸，竹野街，コウ

ノトリの里，と

は，3つの歴史的に

価値がある場所，

神鍋高原

ジオパーク，猿尾

滝，マイナスイオ

ン，板仕野集落，

コウノトリの郷公

園，コウノトリの

保護，神鍋高原，

大地の公園，竹野

海岸，玄武洞公園

ジオパーク，と

は，コウノトリの

郷公園，保護，繁

殖，玄武洞，神鍋

高原，二段滝，城

崎温泉，黒まめ，

猫崎半島，竹野海

岸，板仕野集落，

猿尾滝，健康効

果，メディア，ま

ちおこし,SNS，メ

ディア，住民の熱

意，とろ川，人手

不足，田舎，移住

ジオパーク，

フェールド，二段

滝，猿尾滝，TV出

演，瀞川，黒野神

社，コウノトリの

里，竹野海岸周辺

地区，ひととま

る，移住者，

facebook，SNS，

Instagram，

Twitter，御用地

館，ジオパークの3

要素

ジオパーク，神鍋

高原，玄武洞，土

地の成立，科学的

価値，体験，興

味，情報発信，一

目で感じる，新た

な事業，新たな価

値，若年層に伝え

る，深い環境理

解，保全，持続可

能は発展，教育，

竹野，研究者との

つながり

ポスト


